
【サンフェ、そして読者の皆様に感謝】・・・鈴 木 

今 年は「 午 年 」で す 。皆様 良 い

お 正 月 を 迎 え た 事 と お 喜 び 申 し

上 げま す 。今 年も 、ど うぞ よ ろ し

く お願 い 致 しま す 。  

今 年 も 国 内 は 、 昨 年 か ら 引 き 続 き い ろ い ろ な 課 題

が あ り ま す 。 高 市 政 権 、 今 年 は ど う な る の で し ょ う

か 。 日 経 平 均 は 、 昨 年 末 ５ 万 ３ ３ ９ 円 と 過 去 最 高 値

で 取 引 を 終 わ り 今 年 も 最 高 値 を 更 新 す る 勢 い で す 。

国 際 情 勢 は 、 特 に 米 国 の 動 き も 心 配 で す 。 今 年 は 暴

れ 馬 の よ う な 勢 い で 景 気 も 株 価 も 上 昇 し て 貰 い た い

で す。  

馬 の 熟 語 に 、 汗 馬 之 労 （ か ん ば の ろ う ） と 馬 鹿 が

あ り ま す 。 物 事 を 成 功 さ せ る た め に 色 々 奔 走 し 、 地

道 に 働 き 自 分 の 目 標 を 達 成 し て 、 躍 進 の 年 に な れ ば

良 い と 思 い ま す 。 た ま に は 、 馬 鹿 に な っ て 休 む こ と

も 大事 で す が… 。  

今 年 も 、 さ さ や か で も 良 い か ら 目 標 を も っ て 汗 馬

之 労の 年 に した い も の です 。そ して 2 02 6 年も 、健 康

で 、 笑 顔 で 幸 せ い っ ぱ い な 言 葉 が た く さ ん 出 る よ う

な 一 年 に し た い で す 。 私 は 、 相 変 わ ら ず ク レ ア チ ニ

ン 値 が 高 く 腎 機 能 も 低 下 し て い る の で 、 塩 分 取 り す

ぎ そ れ だ け を 意 識 し て 日 々 の 食 生 活 を 見 直 し た い と

思 いま す 。  

私 が サ ン フ ェ に 携 わ っ た の は 、 事 務 所 に お 世 話 に

な った 年（東 日 本 大震 災 の 年 の 2 01 1 年）か ら でし た。

毎月 70 0 文字 以 上 の文 章 を 書 くと い う こと に 慣 れ ず、

な お か つ 何 を 書 け ば よ い か 悪 戦 苦 闘 の 繰 り 返 し で し

た。 14 年 間、 文 章 力も 無 く 徐 々に か っ こが つ く 記 事

に は な れ た か な と 思 い ま す 。 石 川 所 長 の お 陰 で サ ン

フ ェ に 関 わ ら せ て 頂 い た こ と に 、 本 当 に 感 謝 し て お

り ます 、 あ りが と う ご ざい ま し た。  

14 年 間 、思い 起 こ せば 私 的 で 面白 み の ない 記 事 ば

か り で し た 。 地 元 の 話 か ら 始 ま り 、 親 友 や 夫 婦 の 旅

行 、 孫 の 自 慢 、 読 売 巨 人 軍 の 話 、 高 校 野 球 、 オ リ ン

ピ ック な ど スポ ー ツ の 話 、 5 0 代に し て おき た い こ と

と か、そ し て一 番 多 く 書い た の が「 今 日 は○ ○ の 日 」

シ リ ー ズ （ 私 の 中 で は 面 白 い と 思 い 書 ま し た ） で し

た … そ ん な 記 事 に 、 今 ま で お 付 き 合 い 頂 き 感 謝 致 し

ま す。  

今 年 は 午 年 、 火 の 力 が 重 な る こ と で 情 熱 や 勢 い が

高 ま り 、 太 陽 の よ う に エ ネ ル ギ ー が 満 ち 溢 れ る 年 を

願 い、 皆 様 頑張 り ま し ょう 。  

そ し て こ れ で 最 後 の サ ン フ ェ と

さ せて い た だき ま す。皆 様、今 ま で

読 ん で い た だ き 感 謝 申 し 上 げ ま す 、

あ りが と う ござ い ま し た 。… Ｅ Ｎ Ｄ  

 

【新年にあたり】・・・ 小 倉 

謹んで新年のお慶びを申し上げます。昨年中は大変お世話になりま

した。 

私自身は、年末に地元の同級生が集まり賑やかな年の締めくくりと

なりました。 

今年は、久しぶりに学年全体の同窓会を企画する予定です。 

新年を迎えまして、早速でありますが、先月号でお知らせいたしま

した「サンフェ」が今月で、最終号という運びになりました。継続し

てきたものを終わらせることは、大きな決断であり，様々な感情を伴

うものです。所長にとっては大粒の涙に違いありません。 

 当事務所の格言は「全てに終わりあり 読

者及び書き手に深謝」です。 

サンフェにおいて、長年にわたりご覧いた

だきありがとうございます。深く感謝してお

ります。 

一見、終わりありというと寂しさを感じま

すが、全て始めるものには必ず終わりがあります。苦しいこと、楽し

いこと、悲しいこと、嬉しいこと泣いても笑っても終わりを迎えます。

終わりを意識するとその時間を最大限に活用しようと意欲が高まる気

がします。いつまでもこの状態は続かないわけで、目の前にある今を

責任もって大事にするに尽きないとあらためて思います。 

出会いだけでなく終わりや別れにも一期一会を意識して縁を大事

にし、別れ際も「ありがとう」と感謝の気持ちを伝えることで人間関

係を円満に終え、自分も感謝の気持ちを思ってもらえるように努力し

ていきたいと念頭に際し掲げます。 

サンフェは終了になりますが、今年も明るく心豊かな一年になりま

すようにお祈り申し上げます。 

これからもよろしくお願いいたします。 

 

【新年を迎えて】・・・手 塚 

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 1 月 5 日、多くの皆様が本

格的な「仕事始め」を迎えられたことと存じます。 

振り返れば、昨年 2025年は「昭和 100

年」という大きな節目であり、社会全体が

これまでの歩みを振り返り、次なる時代を

模索する一年でありました。 

昭和 34 年に生を受け、昭和の青春時代を駆け抜けてきた私も感慨

深いものがありました。 

その節目を越えて迎えたこの 2026年は、いわば「真の意味で新し

いサイクルが始まる第一歩」の年であると感じています。 

江戸時代の兵法家、松浦静山は「勝ちに不思議の勝ちあり、負けに

不思議の負けなし」という言葉を残しました。 「幸運に恵まれて勝つ

ことはあっても、負けるときには必ず明確な理由がある」という意味

です。変化の激しい現代において、成功のすべてをコントロールする

ことは難しいかもしれません。しかし、日々の丁寧な準備や誠実な初

動によって、「負けない（失敗を防ぐ）土台」を作ることは、私たちの

努力で成し遂げられます。 

この 1月、どのような志を持って最初の一歩を踏み出すか。その積

み重ねが、12月の景色を決定づけます。 

2026 年が、皆様にとって新しい可能性を切り拓く、実り多き一年

となりますよう心よりお祈り申し上げます。  

サンフェは今月号をもちまして最終号となり、寂しい気持ちもあり

ますが、読者の皆様には長い間お読みいただきありがとうございまし

た。 


